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(57)【要約】
【課題】液晶表示装置、特に一画素が３つの副画素から
構成され、４色の光を出射させる副画素を有する液晶表
示装置の画質を高めることを目的とする。
【解決手段】液晶表示装置は、表示領域にマトリクス状
に並ぶ副画素のそれぞれに配置された画素電極（２２８
）と、マトリクスの列方向に延び、画像信号が印加され
る複数の画像信号線（２２２）と、副画素のそれぞれに
配置され、画像信号を画素電極に印加するスイッチであ
る画素トランジスタ（２２６）と、マトリクスの行方向
に延び、画素トランジスタの導通を制御する走査信号線
（２２１）と、を備え、画像信号線が延びる方向に一列
に並ぶ画素電極は、隣接する２つの画像信号線のうち、
６副画素周期で、５副画素の画素電極が連続して一方の
画像信号線に、画素トランジスタを介して接続され、１
副画素の画素電極が他方の画像信号線に、画素トランジ
スタを介して接続される。
【選択図】図３Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示領域にマトリクス状に並ぶ副画素のそれぞれに配置された画素電極と、
　前記マトリクスの列方向に延び、画像信号が印加される複数の画像信号線と、
　前記副画素のそれぞれに配置され、前記画像信号を前記画素電極に印加するスイッチで
ある画素トランジスタと、
　前記マトリクスの行方向に延び、前記画素トランジスタの導通を制御する走査信号線と
、を備え、
　前記画像信号線が延びる方向に一列に並ぶ前記画素電極は、隣接する２つの前記画像信
号線のうち、６副画素周期で、５副画素の前記画素電極が連続して一方の画像信号線に、
前記画素トランジスタを介して接続され、１副画素の画素電極が他方の画像信号線に、前
記画素トランジスタを介して接続される、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　前記画像信号線が延びる方向に一列に並ぶ、連続する３つの前記副画素は、一つの画素
を構成し、
　前記画素は、
　　第１色、第２色及び第３色の３種類の波長領域の光をそれぞれ透過させる前記３つの
副画素から構成される第１画素と、
　　第１色、第２色及び第４色の３種類の波長領域の光をそれぞれ透過させる前記３つの
副画素から構成される第２画素と、を有し、
　前記第１画素と前記第２画素とが互いに隣合うように市松模様状に配置されており、
　前記他方の画像信号線に接続される前記１副画素は、前記第３色又は前記第４色のカラ
ーフィルタに対応する副画素である、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の液晶表示装置において、
　前記画像信号線に印加される画像信号は、連続する３つの走査信号線毎に極性を入れ替
えるピクセル反転駆動である、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の液晶表示装置において、
　前記画像信号線に印加される画像信号は、１走査信号線毎に極性を入れ替えるドット反
転駆動である、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１又は２に記載の液晶表示装置において、
　前記表示領域の一方の端で、前記画像信号線の延びる方向に並ぶ前記画素電極は、すべ
て１つの前記画像信号線に接続される、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１又は２に記載の液晶表示装置において、
　前記画像信号線の数は、前記表示領域に並ぶ前記副画素の列の数より１つ多いことを特
徴とする、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の液晶表示装置において、
　前記表示領域の一方の端の前記画像信号線は、隣接する画像信号線に同電位となるよう
に接続されている、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項１又は２に記載の液晶表示装置において、
　前記画素トランジスタと前記画素電極とを接続する電極の向きは、半導体膜の境界にお
いて、前記画像信号線と平行又は垂直である、ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　表示領域にマトリクス状に並ぶ副画素と、
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　前記副画素のそれぞれに配置された画素電極と画素トランジスタとカラーフィルタと、
　前記マトリクスの列方向に延び、画像信号が印加される複数の画像信号線と、
　前記マトリクスの行方向に延び、前記画素トランジスタの導通を制御する走査信号線を
備え、
　前記副画素は、カラーフィルタによりＲの副画素、Ｇの副画素、Ｂの副画素、Ｗの副画
素に分類され、
　前記画像信号線は第１、第２、第３の画像信号線が順番に並び、
　前記第１の画像信号線と第２の画像信号線との間に、前記副画素の第１列目がＲＧＢＲ
ＧＷの順番で、前記画像信号線の伸びる方向に並び、
　前記第２の画像信号線と第３の画像信号線との間に、前記副画素の第２列目がＲＧＷＲ
ＧＢの順番で、前記画像信号線の伸びる方向に並び、
　前記第１列目のＲＧＢの副画素は前記第１の画像信号線に、前記画素トランジスタを介
して接続され、前記第１列目のＷの副画素は前記第２の画像信号線に、前記画素トランジ
スタを介して接続されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の液晶表示装置において、
　前記第２列目のＲＧＷの副画素は前記第２の画像信号線に、前記画素トランジスタを介
して接続され、前記第２列目のＢの副画素は前記第３の画像信号線に、前記画素トランジ
スタを介して接続されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　請求項９に記載の液晶表示装置において、
　前記第１列目のＷの副画素は、第１の極性の信号が供給され、
　前記第２列目のＷの副画素は、前記第１の極性に対して逆極性の第２の極性の信号が供
給されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１２】
　請求項９に記載の液晶表示装置において、
　ｎ本（ｎ＞３）の前記画像信号線を有し、第ｎ本目の前記画像信号線に隣接して形成さ
れる第ｎ列目のＲＧＢＷの副画素は、前記第ｎ本目の前記画像信号線に前記画素トランジ
スタを介して接続されることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータ等の情報通信端末やテレビ受像機の表示デバイスとして、液晶表示装置が
広く用いられている。液晶表示装置は、電界を変化させることにより、２つの基板の間に
封じ込められた液晶組成物の配向を変え、２つの基板と液晶組成物を通過する光の透過度
合いを制御することにより画像を表示させる装置であり、この電界を変化させるために、
各画素の階調値に対応する電圧を、各画素の画素トランジスタを介して画素電極に印加し
ている。
【０００３】
　液晶組成物は、長時間同じ極性の電圧が印加され続けると化学変化が生じ劣化してしま
う。このため、液晶表示装置では、画素電極とそれに対向する対向電極との間の極性を反
転させながら駆動する、いわゆる反転駆動により画像表示を行うことが一般的となってい
る。
【０００４】
　反転駆動には、あるフレームにおける各画素の極性が同一のフレーム反転駆動や、横方
向に同極性となるライン反転駆動、縦方向に同極性となるカラム反転駆動、同極性の画素
が市松状となるドット反転駆動、同極性の画素がピクセル単位（ＲＧＢ等で１ピクセル）
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で市松状であるピクセル反転駆動等がある。
【０００５】
　一般に、反転駆動において正極が印加される場合と、負極が印加される場合との輝度差
を完全になくすことは難しく、フレーム反転駆動ではフリッカ、ライン反転・カラム反転
駆動では視線移動によるスジが現れてしまうことが知られている。また、フレーム反転駆
動、カラム反転駆動では、ドレイン信号の極性が１フレームで同じ極性であることから容
量性、リーク性のクロストークが発生しやすく、画質面ではドット反転やピクセル反転駆
動が望ましい。
【０００６】
　特許文献１は、４色の副画素を有する液晶表示装置の反転駆動について開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第４８７７３６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　３つの副画素を有する画素の構成において、２つの副画素がＲ（赤）Ｇ（緑）であり、
残りの１つの副画素がＢ（青）及びＷ（白）のいずれかの副画素となる疑似ＲＧＢＷの４
色表示の液晶表示装置においては、例えば、図１１Ａ及び図１１Ｂに示されるように、３
ライン毎に極性を入れ替えるピクセル反転駆動において、図１１Ａの奇数フレームではＷ
で示されるＷ副画素は－（負）極性で揃ってしまい、図１１Ｂの偶数フレームでは、＋（
正）極性で揃ってしまう。また、図１２Ａ及び図１２Ｂに示されるように、１ライン毎に
極性を入れ替えるドット反転駆動においても同様に、図１２Ａの奇数フレームではＷ副画
素は－極性で揃ってしまい、図１１Ｂの偶数フレームでも＋極性で揃ってしまう。このよ
うにある色の副画素の極性が揃ってしまうと、表示においてフリッカとして視認されてし
まい、画質を低下させる要因となっていた。
【０００９】
　本発明は、上述の事情に鑑みてしたものであり、液晶表示装置、特に一画素が３つの副
画素から構成され、４色の光を出射させる副画素を有する液晶表示装置の画質を高めるこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の液晶表示装置は、表示領域にマトリクス状に並ぶ副画素のそれぞれに配置され
た画素電極と、前記マトリクスの列方向に延び、画像信号が印加される複数の画像信号線
と、前記副画素のそれぞれに配置され、前記画像信号を前記画素電極に印加するスイッチ
である画素トランジスタと、前記マトリクスの行方向に延び、前記画素トランジスタの導
通を制御する走査信号線と、を備え、前記画像信号線が延びる方向に一列に並ぶ前記画素
電極は、隣接する２つの前記画像信号線のうち、６副画素周期で、５副画素の前記画素電
極が連続して一方の画像信号線に、前記画素トランジスタを介して接続され、１副画素の
画素電極が他方の画像信号線に、前記画素トランジスタを介して接続される、ことを特徴
とする液晶表示装置である。
【００１１】
　また、本発明の液晶表示装置において、前記画像信号線が延びる方向に一列に並ぶ、連
続する３つの前記副画素は、一つの画素を構成し、前記画素は、第１色、第２色及び第３
色の３種類の波長領域の光をそれぞれ透過させる前記３つの副画素から構成される第１画
素と、第１色、第２色及び第４色の３種類の波長領域の光をそれぞれ透過させる前記３つ
の副画素から構成される第２画素と、を有し、前記第１画素と前記第２画素とが互いに隣
合うように市松模様状に配置されており、前記他方の画像信号線に接続される前記１副画
素は、前記第３色又は前記第４色のカラーフィルタに対応する副画素である、こととして
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もよい。
【００１２】
　また、本発明の液晶表示装置において、前記画像信号線に印加される画像信号は、連続
する３つの走査信号線毎に極性を入れ替えるピクセル反転駆動とすることができ、又、１
走査信号線毎に極性を入れ替えるドット反転駆動とすることもできる。
【００１３】
　また、本発明の液晶表示装置において、前記表示領域の一方の端で、前記画像信号線の
延びる方向に並ぶ前記画素電極は、すべて１つの前記画像信号線に接続されることとして
もよい。
【００１４】
　また、本発明の液晶表示装置において、前記画像信号線の数は、前記表示領域に並ぶ前
記副画素の列の数より１つ多いこととしてもよい。
【００１５】
　また、本発明の液晶表示装置において、前記表示領域の一方の端の前記画像信号線は、
隣接する画像信号線に同電位となるように接続されていてもよい。
【００１６】
　また、本発明の液晶表示装置において、前記画素トランジスタと前記画素電極とを接続
する電極の向きは、半導体膜の境界において、前記画像信号線と平行又は垂直とすること
としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置を概略的に示す図である。
【図２】図１の液晶表示パネルを概略的に示す平面図である。
【図３Ａ】ピクセル反転駆動の奇数フレームにおける各画素電極の極性について示す図で
ある。
【図３Ｂ】ピクセル反転駆動の偶数フレームにおける各画素電極の極性について示す図で
ある。
【図４】表示領域の最も右端の副画素の画素電極における画像信号線との接続の例につい
て示す図である。
【図５】表示領域の最も右端の副画素の画素電極における画像信号線との接続の例につい
て示す図である。
【図６Ａ】左側で画像信号配線に接続され、画像信号線に平行なソース線を有する画素ト
ランジスタについて概略的に示す図である。
【図６Ｂ】右側で画像信号配線に接続され、画像信号線に平行なソース線を有する画素ト
ランジスタについて概略的に示す図である。
【図７Ａ】左側で画像信号配線に接続され、画像信号線に対して斜めに延びるソース線を
有する画素トランジスタについて概略的に示す図である。
【図７Ｂ】右側で画像信号配線に接続され、画像信号線に対して斜めに延びるソース線を
有する画素トランジスタについて概略的に示す図である。
【図８Ａ】左側で画像信号配線に接続され、画像信号線に垂直なソース線を有する画素ト
ランジスタについて概略的に示す図である。
【図８Ｂ】右側で画像信号配線に接続され、画像信号線に垂直なソース線を有する画素ト
ランジスタについて概略的に示す図である。
【図９Ａ】第１変形例の奇数フレームにおける各画素電極の極性について示す図である。
【図９Ｂ】第１変形例の偶数フレームにおける各画素電極の極性について示す図である。
【図１０Ａ】第２変形例の奇数フレームにおける各画素電極の極性について示す図である
。
【図１０Ｂ】第２変形例の偶数フレームにおける各画素電極の極性について示す図である
。
【図１１Ａ】従来のピクセル反転駆動の奇数フレームにおける各画素電極の極性について
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示す図である。
【図１１Ｂ】従来のピクセル反転駆動の偶数フレームにおける各画素電極の極性について
示す図である。
【図１２Ａ】従来のドット反転駆動の奇数フレームにおける各画素電極の極性について示
す図である。
【図１２Ｂ】従来のドット反転駆動の偶数フレームにおける各画素電極の極性について示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に、本発明の各実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、開示はあ
くまで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に想
到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は説
明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的に
表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。
また、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素には、同一
の符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【００１９】
　図１には、本発明の実施形態に係る液晶表示装置１００が概略的に示されている。この
図に示されるように、液晶表示装置１００は、上フレーム１１０及び下フレーム１２０に
挟まれるように固定された液晶表示パネル２００から構成されている。
【００２０】
　図２には、図１の液晶表示パネル２００の構成が示されている。液晶表示パネル２００
は、ＴＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜トランジスタ）基板２２０とカラーフィルタ基
板２５０の２枚の基板を有し、これらの基板の間には不図示の液晶組成物が充填されてい
る。ＴＦＴ基板２２０は、表示領域２０２にマトリクス状に配置された副画素２８５を有
し、縦方向に並ぶ３つの副画素２８５が一つの画素２８０を構成している。カラーフィル
タ基板２５０は、副画素２８５のそれぞれに対応して、Ｒ（赤）Ｇ（緑）Ｂ（青）及びＷ
（白）の波長領域の光を透過させるカラーフィルタを有している。なおＷは、ＲＧＢの波
長領域の光のうち、少なくとも２つの波長領域の光を透過させるものであればよく、ここ
でＷのカラーフィルタは透明のフィルタとしてもよいし、何も形成しないことによりＲＧ
Ｂの波長領域の光を出射させることとしてもよい。また、画素２８０は、列（縦）方向に
連続する３つの副画素２８５から構成されており、図２に示されるように、第１色、第２
色及び第３色として、それぞれＲＧＢの３色の光を出射させる第１画素２８１と、第１色
、第２色及び第４色として、それぞれＲＧＷの３色の光を出射させる第２画素２８２との
２種類を有している。また、ＲとＧのそれぞれは行（横）方向に同じ色で並び、ＢとＷは
、行方向に交互に並んでいる。なお、本実施形態においては、３副画素２８５の組合せと
して、ＲＧＢ及びＲＧＷを用いることとしたが、ＲＧＹ（黄）等その他の色の組合せを用
いることができる。また、ＴＦＴ基板２２０には、副画素２８５のそれぞれに配置された
画素トランジスタ２２６（図３Ａ参照）の走査信号線２２１に対してソース・ドレイン間
を導通させるための電位を印加すると共に、各画素トランジスタ２２６の画像信号線２２
２に対して副画素２８５の階調値に対応する電圧を印加する駆動回路である駆動ＩＣ（In
tegrated Circuit）２６０が載置されている。
【００２１】
　図３Ａ及び図３Ｂは、３ライン毎に極性を変化させるピクセル反転駆動の各画素電極２
２８の極性について示す図である。なお、これらの図においては、説明を分かりやすくす
るために、副画素２８５の数を減らして示している。これらの図に示されるように、画素
電極２２８には画素トランジスタ２２６を介して、図の列（縦）方向に延びる画像信号線
２２２が接続され、画素トランジスタ２２６の導通は、行（横）方向に延びる走査信号線
２２１により制御される。走査信号線２２１の６×ｎライン目（ｎは自然数）に接続され
る画素トランジスタ２２６は、画素電極２２８の右側に延びる画像信号線２２２に接続さ
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れるように配置され、その他のラインに接続される画素トランジスタ２２６は、画素電極
２２８の左側に延びる画像信号線２２２に接続されている。つまり、画素電極２２８の右
側に延びる画像信号線２２２に接続される副画素は、第３色であるＢ又は第４色であるＷ
のカラーフィルタに対応する副画素となる。
【００２２】
　一般に、液晶表示装置では、フレームと呼ばれる時間周期毎に各画素電極２２８の電位
を書き換え、不図示の対向電極との電位差の変化より液晶組成物を配向を制御し、画像を
表示させている。各画素電極２２８において、対向電極との電位差の極性は、フレーム毎
に異ならせるように印加される。ここで図３Ａは、奇数フレームにおける各画素電極２２
８の極性について示し、図３Ｂは偶数フレームにおける各画素電極２２８の極性について
示している。これらの図においては、説明のために、画素電極２２８上に、各副画素２８
５に対応するカラーフィルタの色と反転表示における極性が示されている。
【００２３】
　図３Ａに示されるように、奇数フレームにおいてＷ色の副画素２８５の極性は＋極性と
－極性との２種類が同数存在しており、また、互いに一番近い距離のＷ色の副画素２８５
の極性が異なっている。Ｂ色の副画素２８５の極性においてもＷ色と同様である。また図
３Ｂにおいても、図３Ａの場合と同様に、Ｗ色及びＢ色の副画素２８５の極性は、それぞ
れ＋極性と－極性との２種類が同数存在している。また、互いに一番近い距離のＷ色の副
画素２８５の極性が異なっており、互いに一番近い距離のＢ色の副画素２８５の極性も異
なっている。そのため、Ｗ色及びＢ色の極性が偏ることなく画像信号が印加されるため、
これらの色を原因とするフリッカを抑制し、より高品質な画像を表示することができる。
【００２４】
　したがって、本実施形態では、６副画素周期で５副画素の画素電極２２８を連続して一
方の画像信号線２２２に接続し、１副画素の画素電極２２８、つまり６×ｎライン目の画
素電極２２８を他方の画像信号線２２２に接続しているため、同じ色の副画素２８５が同
時に同じ極性となることはなく、より高品質な画像を表示することができる。
【００２５】
　ここで、上述したように、走査信号線２２１の６×ｎライン目に接続される画素トラン
ジスタ２２６は、画素電極２２８の右側に延びる画像信号線２２２に接続されるように配
置されるため、表示領域２０２の最も右端にも画像信号線２２２が必要となる。このため
、図３Ａ及び図３Ｂの構成では、副画素２８５の列の数より、１つ多い画像信号線２２２
を必要とし、駆動ＩＣ２６０も画像信号線２２２の数に応じて信号を出力する。ここで、
図４に示されるように、表示領域２０２の最も右端の副画素２８５の画素電極２２８は、
６×ｎライン目の副画素２８５の画素電極２２８であっても、他の画素電極２２８と同じ
側、つまり左側に接続することとし、画像信号線２２２の数を副画素２８５の列の数と同
数とすることとしてもよい。このように構成することにより、画像信号線２２２の本数及
び駆動ＩＣ２６０からの出力信号の数を副画素２８５の数と同数としたまま、上述の効果
を得ることができる。
【００２６】
　また、図５に示されるように、画像信号線２２２の数を副画素２８５の列の数より１つ
多くする場合であっても、一番右端の画像信号線２２２とそれに隣接する画像信号線２２
２が同電位となるようにを電気的に接続し、駆動ＩＣ２６０から出力される信号の数を副
画素２８５の列の数と同数とすることとしても、上述の効果と同様の効果を得ることがで
きる。
【００２７】
　図６Ａ及び図６Ｂは、本実施形態のＷ副画素及びＢ副画素に用いられる画素トランジス
タ２２６について示す図である。図６Ａは、画素電極２２８の左側の画像信号線２２２に
接続された場合の画素トランジスタ２２６であり、図６Ｂは、画素電極２２８の右側の画
像信号線２２２に接続された場合の画素トランジスタ２２６である。これらの図に示され
るように、走査信号線２２１上に形成された半導体膜２３１は、走査信号線２２１の電位
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に応じて、画素トランジスタ２２６及び画素電極２２８を接続する電極であるソース電極
２３２と、画像信号線２２２との導通を制御する。
【００２８】
　Ｗ副画素及びＢ副画素は、これらの図のように、画素電極２２８の右側に画素トランジ
スタ２２６を形成する場合と、画素電極２２８の左側に画素トランジスタ２２６を形成す
る場合とがある。例えば、図７Ａ及び図７Ｂに示されるように、画素トランジスタ２２６
と画素電極２２８とを接続する電極であるソース電極２３２が半導体膜２３１と重なる境
界において斜めに延びた構成の場合には、画素トランジスタ２２６の形成工程において膜
の形成位置がずれた場合には、左右で付き方の異なる画素トランジスタ２２６は、ずれ方
向が異なることとなり、特性の差が大きくなることによる輝度差が生じ、スジとして視認
されてしまう恐れがある。
【００２９】
　しかしながら、図６Ａ及び図６Ｂのように、ソース電極２３２が半導体膜２３１と重な
る境界において画像信号線２２２の延びる方向と平行な場合には、画素トランジスタ２２
６の形成工程において膜の形成位置がずれた場合であっても、画素トランジスタ２２６の
特性の差を最小限に抑えることができ、表示品質を向上させることができる。また、ソー
ス電極２３２は、画像信号線２２２の延びる方向に平行とは限らず、図８Ａ及び図８Ｂに
示されるように、画像信号線２２２の延びる方向に垂直であっても、同様の効果を得るこ
とができる。なお、Ｒ副画素及びＧ副画素については、すべての画素２８０が同じ側の画
像信号線２２２に接続されるため、図７Ａ及び図７Ｂに示されるような斜めのソース電極
２３２を有する画素トランジスタ２２６であってもよいし、Ｗ副画素及びＢ副画素と同様
に、画像信号線２２２の延びる方向に平行又は垂直に延びるソース電極２３２であっても
よい。
【００３０】
　図９Ａ及び図９Ｂは、上述の実施形態の第１変形例について示す図であり、図３Ａ及び
図３Ｂと同様の視野による図である。上述の実施形態と異なる点は、画素電極２２８の右
側に延びる画像信号線２２２に接続される画素トランジスタ２２６は、３ライン目と、３
ライン目から６ライン毎に配置されている点であり、その他の点は同様である。このよう
な配置であっても画素電極２２８の右側に延びる画像信号線２２２に接続される画素トラ
ンジスタ２２６は６副画素２８５毎であり、これにより、Ｗ色及びＢ色の副画素２８５の
極性は、それぞれ＋極性と－極性との２種類が同数存在することとなる。また、互いに一
番近い距離のＷ色の副画素２８５の極性は異なっており、互いに一番近い距離のＢ色の副
画素２８５の極性も互いに異なっている。そのため、Ｗ色及びＢ色の極性が偏ることなく
画像信号が印加されるため、これらの色を原因とするフリッカを抑制し、より高品質な画
像を表示することができる。
【００３１】
　図１０Ａ及び図１０Ｂは、上述の実施形態の第２変形例について示す図であり、図３Ａ
及び図３Ｂと同様の視野による図である。第２変形例は、上述の実施形態が３ライン毎に
極性が入れ替わるピクセル反転駆動であったのに対し、第２変形例では１ライン毎に極性
が入れ替わるドット反転駆動である点で異なっており、その他の点は同様である。これら
の図に示されるように、ドット反転駆動とした場合であっても、Ｗ色及びＢ色の副画素２
８５の極性は、それぞれ＋極性と－極性との２種類が同数存在することとなる。また、互
いに一番近い距離のＷ色の副画素２８５の極性が異なっており、互いに一番近い距離のＢ
色の副画素２８５の極性も異なっている。そのため、Ｗ色及びＢ色の極性が偏ることなく
画像信号が印加されるため、これらの色を原因とするフリッカを抑制し、より高品質な画
像を表示することができる。
【００３２】
　なお、上述の実施形態では、ＲＧＢＷの４色についてＲＧＢ及びＲＧＷの２種類の画素
を形成する場合について述べたが、色の組合せはこれに限られず、３副画素を有する画素
において、各副画素は４種類の波長領域（４色）のうち１の波長領域の光を出射する液晶
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表示装置に適用することができる。
【００３３】
　本発明の思想の範疇において、当業者であれば、各種の変更例及び修正例に想到し得る
ものであり、それら変更例及び修正例についても本発明の範囲に属するものと了解される
。例えば、前述の各実施形態に対して、当業者が適宜、構成要素の追加、削除若しくは設
計変更を行ったもの、又は、工程の追加、省略若しくは条件変更を行ったものも、本発明
の要旨を備えている限り、本発明の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００３４】
　１００　液晶表示装置、１１０　上フレーム、１２０　下フレーム、２００　液晶表示
パネル、２０２　表示領域、２２０　ＴＦＴ基板、２２１　走査信号線、２２２　画像信
号線、２２６　画素トランジスタ、２２８　画素電極、２５０　カラーフィルタ基板、２
３１　半導体膜、２３２　ソース電極、２６０　駆動ＩＣ、２８０　画素、２８１　第１
画素、２８２　第２画素、２８５　副画素。

【図１】 【図２】
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